
 

 

報道関係各位                                                         2015 年 2 月 2 日 

～訪日外国人ゲストの安心・快適性の向上を追求する取り組み～ 

北海道内ホテルで初登場（※） 

「外貨建て決済サービス／DCC (Dynamic Currency Conversion)」導入 

 

JRタワーホテル日航札幌（北海道札幌市中央区北５条西２丁目、総支配人 深谷 浩司）は、今後の増加を見込む訪日外国

人ゲストの利便性を向上する取り組みの一環として、「外貨建て決済サービス／DCC（Dynamic Currency Conversion）」を

2015 年 2 月 3 日(火)より北海道内のホテルで初めて(※) 導入いたします。 

 

「外貨建て決済サービス」は、三井住友カード株式会社（東京都港区海岸 1-2-20、代表取締役社長 島田 秀男）の決済端

末を利用して、海外発行の Visa または MasterCard ブランドのクレジットカード利用者に対し、店頭で「自国通貨建て」か「円

建て」か、決済通貨を選択して頂くことが可能となるものです。海外では多くのホテル、百貨店などに導入されており、外国

人旅行者にとってはお馴染みのお支払い方法です。 

 

観光庁が 1 月 30 日に発表した「訪日外国人消費動向調査」によると、2014 年 10-12 月期の訪日外国人一人当たりの旅行

支出は 152,471 円で、前年同期（140,440 円）比 8.6%増加。訪日外国人の旅行消費額は 5,605 億円と前年同期（3,698 億円）

比 51.6%増加し、2014 年 1-3 月期以降、4 四半期連続で 1 四半期の最高値を更新しています。 当ホテルにおける 2014 年

4-12 月の訪日外国人ゲストが全体のご宿泊室数に占める比率は12.3％と、対前年同時期の112.8%と拡大を続けており、今

年の春節期間には更なる増加を見込んでいます。訪日外国人ゲストの安心・快適性を向上するため、当ホテルでは全館に

無料でご利用いただける Wi-Fi を完備した他、2014 年5 月には、北海道内で初めて 8 通貨から日本円に両替できる「自動外

貨両替機」を設置するなど取り組みを続けてきました。今後もより一層のサービスの拡充を目指して参ります。 

 

ポイント① 

これまでお客様はご精算時に自国通貨での金額が分からず、為替リスクを気にしながらのお支払いでしたが、取引時の為

替レートで外貨に換算されるレシートを見て確認の上で決済できるため、外国人旅行者にとって親切で分かりやすい。 

 

ポイント② 

為替リスクが発生しないため、外国人旅行者の方に安心してご利用いただけます。 

 

●運用開始日  2015 年 2 月 3 日(火) のご精算より 

 

●設置場所    ＪＲタワーホテル日航札幌 １階フロントの決済端末 4 台（ご宿泊のお客様対象） 

 

●対応通貨     14 通貨（米ドル、台湾ドル、香港ドル、タイバーツ、オーストラリア・ドル、英ポンド、シンガポール・ドル、 

マレーシア・リンギット、カナダ・ドル、フィリピン・ペソ、ベトナム・ドン、インド・ルピー、ロシア・ルーブル、ユーロ） 

＊韓国、中国のお客様には、Visa ブランドのレギュレーション等の関係で米ドルでのご提供となります。 

 

※三井住友カード株式会社  調べ（2015 年 2 月 2 日現在） 

■報道関係の方からのお問い合わせ先                ■お客様からのお問い合わせ先 

JR タワーホテル日航札幌                          JR タワーホテル日航札幌 フロント 

マーケティンググループ 大嶋弥生                     TEL.011-251-2222（ホテル代表） 

TEL.011-251-6325 ／ FAX.011-218-6672                   

marketing@jrhotel.co.jp  ※ご取材や写真の e-mail 送付をご希望の際は、お気軽にお申し付けください。 


